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多色配色特性に関連する単色の 鼻光特性

中　村　貞 　男
ee

P

The 　Spectral　Charcteristics　of 　Single　Colors　in　Terms
of 　the 　Parameters 　Characterizing 　Multicolor 　Compositions

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sadao 　 Nakamura

　The 　 speotral 　properties　 of 　multicolor 　 cQmpositions 　 were 　shown 　 tQ　be　 characterized 　by　 reflectance

at　four　 wavelength 　 ranges ．　The 　 spectral 　reflectance 　 curve 三s　 approximated 　by　 a　 thTee−segment

pattern　connecting 　the　four　characteristic 　reflectances ．　TwQ 　kinds　of 　parameter　are 　derived　to　asses

the　shape 　of　the　characteristic 　spectral 　pattem ，　The　first　two　parameters，　the　cold −warm 　degree　 m

and 　 the　multico1Qr 　deviation δ ，
already 　 used 　for　the 　analysis 　 of 　multicolor 　 compositions

，
　 have　 been

applied 　to　pure　colQrs 　in　the　present　paper．　When 　plotted　on 　the δ，mdiagram ，　the　pure　colors 　of

the　Color　Harmeny 　Manual 　draw 　 a　 characteristic 　 concave 　 quaClrangle，　 close 　 to　 whose 　 vertices 　 the

fQur　primary 　 colors 　 are 　 situated ．　The 　 system 　of 　the　pure　 colors 　is　 sQ 　 mQdified 　that 　the 　four

primary 　colors　take　the　position 　exactly 　on 　the　points．

　 The 　characteristic 　spectral 　patterns　of 　the　pure　cQlors 　have　been　further　c星assified 　1）y 　the 　second

three 　parameters，　which 　are 　the　the　inclinat云on　angles 　of　the　three　segments ，

Tlhe　 changes 　in　the 　inclination　 angles 　from　 a　pure　color 　to　the　neighbouring 　 one 　arE 　nQt 　 unifQrm

but　generally　 appear 　predominant 　in　a　particular　angle ，　 while 　almost 　 stational 　in　 another ．

1．ま えがき

　絵や 四 季配色の カ ラ
ー
印刷物を 試料 に して ， そ れ らの

画面全面 の 分光反 射率を測定す る実験か ら，多色配色 の

分 光反射率 は，一
般 に 青緑黄赤 の 各波長域 に あ る 4反射

率 に よ っ て 代表で き る特性をもっ こ とを明 らか に して き

た
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Fig．1 色紙 によ る多色配 色 の 画 面全 面 の 分光反 射率

ス トワ ル ト 8色相各 7枚 と 6無彩色 に 16純色を加 え た 78
色 の 色紙 を 使 用 して ， 縦 7 × 横10計7e枚 配色 した もの の

分光反 射率例で ，青 と赤の 波長域で ほ ぼ 平坦 な 反射率部

分，緑の 波長域で の 反射率の 極大値，黄の 波長域で の 極

小値を 見 る こ とが で き，す で に カ ラ
ー
印刷物 に っ い て 得

た の と1司様の 傾向で あ る。こ の 分光特性 は多色配 色の
一

般的な 特性とみ な す こ とが で きる の で ，こ の よ うな 特性

が どの よ うに 構成 され るの か を 解析す る ため に ， 純色を

中心 に 単色に っ い て ，分光特性が どの よ うに変化 し，分

類で き るか を研 究す る こ とに した 。
こ れ は さ らに 二 色 ，

三 色 と多色へ 配色を進 め る 第
一
段 階で ある

。

x一大 阪 大 学教 養部

2．試料 と測定

　多色 配色 の 分光特性に は ， 4原 色 を基準 に す る特徴が

あ るの で ，4原色を基調 とす るオ ス トワ ル ト系の 純色 に

つ い て 調 べ る こ と に す る。た だ し実際の 試料は ，色票集の

巾で もっ と も高彩度 の 色票 を含ん で い るMunsell　Book

of 　Colorの 光沢 色票
3） を使 用 した 。 純色色票 は，オ ス

ト ワ ル ト系の Color　Harrr ・ony 　Manuala ） の 純色 に 与え

て あ る マ ン セ ル 対応値を参考 に し，Table　1 の よ うに オ

ス 1・ワ ル ト系純色 （CHM ）を マ ン セ ル 系純色 か ら選 ん

だ 。 表の マ ン セ ル 値は 色票に 記 入 され て い る値で ある。

7．5R3．9／15．5や 10R5、2／16．5と記 入 さ れ て い る もの は ，

マ ン セ ル 色票集 に数色含まれて い る 7．5Rmaxとか 10R
max の よ うに 記 され た高彩度色 票 の マ ン セ ル 値で あ る。
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Tablel 試料1こ使用 した純色色票

色相番 号 色相 番号
マ ン セ ル 色票

CHM 修 正
マ ン セ ル 色 票

CHM 修 正

2．5R4／14 82 ，5BG5 ／1019 ，
20

5R4／14 7 5BG5 ／818

7．5R3 ．9〆15，5 77 ．5BG5 ／8 18

10R5，2〆16，56610BG5 〆817

25YR6 ／16 552 ．5B5／8 16

5YR6 ．7／15．7445B5 ，3／9 ヱ517

7．5YR7 ，2／15．4 37 ．5B5，6／9 16

10YR7 ．6！16．33 10B4／10

2．5Y8／16 222 ，5PB4 ／121415

5Y8 ，5／ユ4 5PB4 ／121314

7，5Y8 ，5／12 17 ，5PB4 ／12 13

lOY8，5／12 1 10PB 　4／10

2．5GY8 ／12 242 ．5P4／10 1212

5GY7 ／12 24235P3 ．9／10．91111

7．5GY7 ／10 227 ，5P4／11．1 10

10GY6 〆12 232110P4 ／12

2，5G
．
5〆1・2 22202 ，5RP4 ／1210

5G5／10 5RP4 ／12 99

7．5G5／10 7，5RP4 ／12

10G5／10 211910RP4 ／14 8

　 日立 307形 カ ラ
ー

ア ナ ライ ザ ー
を使用 して ， 各色票 の

拡散反射率を測定 し， 多色配 色 の場合と同 様 に ， 4波長

域を代表す る反射率 と して，440nmで の 反射率を RB，5
20nm か 530nmで の い ずれか高い 反剔率 を RG

， 560nm

か570nmで の い ずれか低い もの を Ry
， 660nm の を RR と

す る 。 そ れ ら 4反射率 に 対す る波長を それ ぞれWB
，
WG

，

WY
，
　 WR と し，また 曇反 射率を刺激値 Y で 割 っ た値を 4

分光特性値 CB
，
　 CG，

　 CY，　 CRとす る 。

3．純色 の 分光特性値による解析

　多色配 色 の 場合に は，
WB

，
　 WG

，
　 WY

，
　 WJ “ に 対す る

CB ， CG ， Cy， CRはFig．2の よ うな N 形折線波形 に なる。
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式 yfmx ＋ bの m と b を計第す る 。 た だ し y は分光特性

値と同 じ値をとり，x は 4波長を低波長側 か ら1，2，3，
4 と した数値を とる もの と し，m と b は定数で あ る。　 m

は直線の こ う配で ，こ の 大小は配色 の 暖色性度 ， 寒色性

度 に 対応す る と考え られ るの で ，こ の 値を寒暖度 と する。

各分光特性値の その 直線か らの 偏差を dB，　 dG，　 dY
，
　 dR

と して ，直線 よ り上側 の 偏差を正 の 値 にす る。乙 の 4偏

差 か ら得 られ る D ＝（ldBH − ldGl＋ 「dYI ＋ ldRI
）／4を平均傭藩 とす る。D は折線波形 の い わ ば振 幅に相

当 して ， 大 きな 値を と る もの は 豊か な配色 とみ な す こ と

が で き る。

　多色配色 の 場合 に は，一一SRに Fig．2の よ うに dGとdR

が 正 ，
dBとdy が負 に な る の で ，そ の 場合 に 負 に な る dB

と dv を正 に 評 価 して ，δ ；（− dB十 dG − d7 十dR）〆4を

求め る 。
こ の 値 は多色 配色 の N 形折線波形 を 前提 に す る

平均偏差 で ，
こ の 大 小 は分光特性値 の N 形

’1鍍 に 対店す

る か ら，多色偏差 と よ ぶ こ と に す る
。

た とえ ば Fig，5に

お い て 色 相紫 の 11の 折 線波形 で は ， dB の 正 と du の 負を

多色配色的折線波形の 偏差と して は共に負の 値 に な る よ

うに，ま た dY の 負 と dRの 正 を共 に 正 の 値に な る よ うに

す るの で ある 。
Fig．2 の 場合 に は δ ＝・D で あ り， また δ

が D に 近 い 値 に な る ほ ど多色的で ある と い え る 。

　絵 や 四 季配色 に っ い て は δ÷ D に な る。こ の 場合 の 平

均偏差D と寒暖度m の 関係にっ い て は既 に報告 した 1）
。

純色 に っ い て は，D とm の 関係 に は規則性が見 られ な い

が ，
δと m はFig．3の よ うに著しい 傾向を もっ た 関係を

示す 。 オ ス ト ワ ル ト24純色 は δ，
m 図上 の 4っ の 極点を

5

　 　 o

　　 WS 　　　　　WG 　　　　　Wy 　　　　 WR 波 長

　 　 　1　　　　　　 2　　　　　　 3　　　　　　 4　 X

　　Fig．2 分光特性値折線波形 と寒暖度m ，偏差 dB
，

　　　　　 dG
，
　 dv

，
　 dR

， 3傾角 ∠ B ，∠ G ∠Y ，R

こ の 折線波形 の 全体 の 傾向を 数値化する た め に， 4分光

特姓値か ら最小二 乗法 に よ り，図 に破線で 示 した直線 の

0422
◎ 基 本 4 純 色

21 ▲ 二 次 4 純 色
1傷20

23 9 8
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　 m

F；g ．3 オ ス トワ ル ト24純 色 の 多 色 偏 差 δ と

　　　寒暖度 m の 関係

結ぶ 横 8字形折線図形 附近 に 並 ん で い る 。そ して 基本 純

色 2，8，14，20は そ の 4 つ の 極の 近 くに あ り， 4純色 は

色相黄の 2 に お い て δ と m 小，赤の 8で δ と m 大，ウル

ト ラ マ リン ブル
ー14で δが 小 さ くln が負 の 大 きな 値 に な

り，シ
ー

グ リ
ー

ン 20で は δが 大 m 小 と い うよ うに ，δ と

一 67 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌 Vo ．1．2　No ．3 （197T）

m に 関 して 特徴の あ る 位置を占め る
。 ま た 反 対色対 の う

ち，赤と シ ーグ リーン は δ が大 き く， 黄 と ウ ル ト ラ マ リ

ン ブル ーは δ が 小 さ い
。

δ とm は多色配 色 の 分光特性値
の N 形 折線波 形 に 直結 した値で あ る か ら，純色 に つ い て

δ と m が 特別な 関係を示す こ と は ， 単色 で あ る純色 が多

色 配 色 に 特微 的な 量 に つ い て ある 規則牲を もつ こ とを 意

味す る
。 すな わ ち δ や m は単色 と配 色を 関連 づ け る特性

　　　　　　　　　の 　▲ oe マン它ル4Q 純 色

一1

20Q4o
  修 正 2ら 純 色

G

8
RPA

《 ▲
βG 血 R

α2
17

β 23

▲
】1P

△
5

Y　　　　 YR

114 ▲ 0 1
P3 2

m

Fig，4 マ ン セ ル 40純色，修正 オ ス トワ ル tl　24純

　　　色の 多色偏差 δ と 寒暖度 m の 関 係

値 で あ る と み な せ る。

　Fig．4は マ ン セ ル 40純色の δと m の 関係を示 して い る 。

マ ン セ ル 系基本 10純色 の 色相 記号 も色相 番号 数字 5を

は ぶ い て 記入 して あ る 。 基本 5純色 の うちR と G は 極の

近 くに あ る が，Y ，　 B ，　 P は極 か ら離 れ て お り，δ，m

図上 で は二 次色的な位置を 占め て い る とい え る。

　純 色 の δ と m は著 し く特 徴的 な 関係を示 す の で ， δ ，

m 図の 4 っ の 極点 に墓本 4純色が 位置す る よ うに 24色を

選 ん で
，
Color　Harmony 　 Manual の 糸屯色 を 修 正 した。

黄 の 純色 2 と して 2．5Y8／16を，赤 の 純色 8と して 2．5R4

／14を，青の 純色 14と して 5PB4 ／ユ2を，緑の 純色 20と し

て 2．5G5〆玉2 を 置 い た 。 次 に こ の 4色 を結 ぶ 4辺 の 各中

点附近 に 二 次色 を定 め，さ らに δ ，
m 図上 で 等分割に 近

くな る よ う分 割 を 進 め 24純色 を 定め る 。
Fig．4 には 基本

8純色を黒丸で ，他 の 16色を白丸で 示 し，24純色 を そ れ

ぞ れ順 に 直線 で つ な い で あ る。Table1の 修正 純色 の 色 相

番号 は こ の 24色 の 番号で あ る。Fig．4を全般的 に見 る と，

修 正 し た24純色 の 間 隔 の 一…様」
「生と並 び の 平 滑 さ に 問題

の あ る こ とが わ か る
。

こ れ は 試料色票を 明度間隔バ リ ュ

ー1，彩 度 間 隔 ク ロ マ 2 の マ ン セ ル 色 票 か ら選 定 した こ

とに 原因が あ る 。
バ リュ

ー1 と い うマ ン セ ル 色 票 の 明度

間 隔 は あ ら く，そ の 影 響．は特 に 大 き い と考 え られ るの で ，

せ め て も明度間隔 0．5程度で 試料色 票 を選 ぶ こ とが望 ま

しい。

　修正 され た 暑4純色 が Color　Harmony 　Manual の もの に

比べ 大 き く変 る点 は，青 の 純色14が δ の 小 さ い 側 に，緑

の 純色 20が δの 大 き い 側 に ずれ て ， 青 と緑 の 純 色 間 隔 が

δ，m 図 上 で 広 くな っ て い る こ とで あ る。ま た 修正 系 に

お ける二 次の 純色 5， 」］， 17， 23は ほ ぼ等 しい δ値を示

す 。
Color　Harmony 　Manual の 青と緑 の 間隔が 不当に狭

い こ とは，色相番号 19と20に 対応す る マ ン セ ル 色票 が

Table ユに 見 られ る よ うに
， 同 じ もの に な る こ とか らも

い え，こ の 聞隔をひ ろ げた 修正 は妥当な もの と考え られ

る 。 以 後扱 うオ ス トワ ル ト純色 に は修正 した もの を 使用

す る。

　純色 にっ い て は ， さ き に面積均衡の 点 で，純色がN5

の 無彩色 と等面積 で 均衡す る傾向の あるデ ータを示 し た

が 5）
，

こ の 他 に 本報 の δ，II1関係など，純色 に は興味あ

る特性 が含ま れ て い る 。

　低純度 の 色 は，純色を基準 にす る場合，オ ス トワ ル ト

純度に よ っ て 定 め る こ とが で き る 。 δ，m 関係図の 原点

は無彩色点で あ るか ら，低純度色 は純色 の 位 置 か ら原点

の方向へ 向心 的 にずれ た位置 を 占め る と考 え る こ とがで

きる。したが っ て Fig．4の 横 8字形折線図 に見 られ る 4
つ の 区分 の うち， 2・8・11三 角形，2 ・11・14三 角形，

11・14・20三 角形 の 3 区分 の 内部 は低純度色 が 占め る こ と

の で き る範囲 とみなせ る。それ に対 して 8 ・11・踟 三 角形

の 内部 は単色 で な く 2色以 上 の 配色 に よ っ て しか 占め る

こ との で きない 範囲で あ る とい え る。

　Fig ．5 に盛 本 8純色 の 分光特性値折線波形 を示す 。 δ

とm は こ の 形状 の そ れ ぞ れ の 全般的傾向を と らえ る値 で

あり，多色配 色 で は N 形折線波形 が ほ とん ど で ある か ら，

こ の 2つ の 値を比較 して解析で き る の で あ る が ， 単色

で はFig ．5 の よ うに 折線波形が広範囲 に 異な る形状を と

る の で，よ り詳網な形状の分類法が必 要 にな る。そ の た
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F；g ．5 オ ス トワル ト修正 基 オく8純 色 の 分光

　　 特性植折線波形

め に，Fig ．2 の CBCG
，
　 CGCY

，
　 CvCR の 傾 角 ∠ B ，∠ GY

，

∠R に 注 圓 して ，折 線波 形 の 形 状を ∠ GY ：∠ R お よ び ∠

GY ：∠ B の 関係で 示 した の が Fig，6で あ る。基本S純色 に

っ い て ，∠ GY ：∠ R の 関係を実 線 で ，∠ GY ： ∠ B の 関係

を破線で 結 ん で 全体 の 傾向をわ か りや す くして あ る。 隣

接 す る 純色 の 開 で こ れ らの 3傾 角 は，…様 に漸変す る の

で な く，あ る 範聞 に お い て ， た とえ ば 2→ 5で は
，

∠ R

の 急増大，∠ B の 減 少 ，∠GY の 』．定 の よ うに，変 化 の 大

き い 傾角 と ほ ぼ
一

定値 を保 っ 傾角 の あ る こ と が わ か る
。

ま た 17を 除 く
一

次 お よ び 二 次 純 色 は特徴 の あ る位置 を 占
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F；g ．6 オ ス トワ ル ト修正純色の 分光特性値折線波形 の

3傾角に つ い て の ∠ GY ：∠ R ，∠ GY ：B 関係。　（ハ ：春，

ナ ：夏 ， ア ：秋 ， フ ：冬 ，それ ぞれ谷内の 各季節 の 絵
1）の 値）

め て い る 。 17の 点で 実線と破線 は交差 し∠ R と∠ B は ほ

ぼ等 しい 値 に な る。こ の こ とを Fig．5で 見れば ，
　 CBCG

と CyCR が ほ ぼ平行 に な り， 17の 分光特性値折線波形が

単色 で あ るに かかわ らず，多色度の 高 い 均勢の とれ た N

形折線波形 に な る こ と を意味す る 。
Fig．5に は多色配色

の例と して ， 谷内の 週刊誌表紙画 につ い て ，春夏秋冬 そ

れぞれの 場合 の 平均値も示 して あ る
1）

。 ∠ B と ∠R を結

ぶ 線分の 短 か さは ， 上述の 純色17の 場合の ように，分光

特性値折線波形の 2つ の 傾角が 類似 し， 多色度が高い こ

とを 示 して お り， 17附近 以外 の 多 くの 純色 の 場含 に比 べ

対照的で ある。

　Fig．6を 注意 して 見る と ， 第2象限 に位置す る 色 が ほ

とん どな い
、

こ の こ と は ∠GY ＞ 0 の とき， ∠ R く e，

∠ B ＜ 0の 折線波形が ほ とん ど存在 しな い こ とを意味す

る 。
マ ン セ ル 40純色 につ い て も同様 で あ る 。 したが っ て

純色，また低純度色が 純色 か ら導 くこ とが で きる こ とを

も考え る と，

一般 に単色 の 分光特性値折線波形 に は，
N

形折線波形 に 対 して 逆 に な る S 形 折 線波形 は存在 しな い

こ と に な る。

4． 結　論

　多色 配 色 の 特性の 解析 の 際 に導 い た分光 特性値 に よ っ

て ，単色特 に 純色を解析 して，単色 の 分光特性 に も多色

配 色 的 な 量 に 関連 す る もの の あ る こ と が わ か っ た。す な

わち分光特性値折線波形 の 全般的傾向を示す寒暖度 と多

色偏 差の 関係 に つ い て ， オ ス ト ワ ル ト基 本4純 色 は 4っ の

極点を占め，他 の 純色が そ れ らの 4極を 結ぶ 直線附近 に

並ぶ 傾向を 認 め た 。
こ の 関係 を利用 して Color　Harmony

Manual の 24純色 の 修正 を 試 み た。

　純色 を基 準に して ， オ ス トワ ル ト純度 に よ り， 低純度

色 を 導 く過 程 の 考察 に よ っ て，寒暖度 と多色偏差 関係図

上位置 に は，単色の 占め る こ と の で き る範囲と， 2色以

上 の 配 色 に よ っ て しか 占め る こ と の で き な い 範 囲 の あ る

こ とを 述べ た
。

　分光 特 性値折 線波形 の 形 状 を ， よ り詳 し く， 折 線波形

を 構成す る 3線分 の 傾角に よ っ て 分類 した
。 隣接す る純

色 の 折線波形 と の 関係 は ， い ずれ か 1傾角の 変化 が 目立

っ て 大き く，他の 1傾角 は一定値を保 っ 傾向が見 られ た。

また単色 の 折線波形 に は ， 多色配 色 に 比べ 広範囲 に 異 な

る形状が 見 られ るが ， 多色 配 色 に一般的なN 形折線波形

に 対 して 逆に な る S形折線波形 は存在 しな い よ うで あ る 。
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